







Actual Conditions of Daily Life of Physically Disabled in Fukui Prefecture 
-A Study on the Assurance of Independent Life in Community 
for Disabled Persons -
Yasuhiro SAKURAI and Ryou TUJINAKA 
(Received Aug. 31， 1994) 
This paper aimes to c1ear actual conditions of daily life of physically disabled in Fukui 
Prefecture， especially to consider the meaning of the employment in the daily life. This 
paper depends on the inquiry made in 1993 and is consist of following analysis. 
① Family types and housing conditions and housing improvement. 
② Employment conditions for pysically disabled and those problems. 
③ Actual conditions of visit and out-going of pysically disabled. 

















































効回収(有効回収率84%) を得た。調査実施期間は、 1993年11月~例年 1月である。
対象者の概要(表1参照)





それぞれ3割である o 3級以下の 9割弱は、 10歳未満での授障が目立つ口
対象者のADL(表2参照)
① 調査対象の会の特性を反映して、 「車いす」使用者が多く、家庭内では65%、外出時には76
%の者が「車いすjを使用している O 若年齢層では、 「補助具なしJの割合が高い。 1級では、家
庭内で85%、外出時に96%が「車いす」使用者であるが、 2級では「他Jが、 3級では「なしJ
と「他Jが目立つ。










障部害位 I肢肢そ体体の重値複 ({62371)  ) 
障害 11級 (79) 
級数 12級 (21) 
3級以下 (11) 







「外出J> f入浴J> r排池J孟「移動(家庭内移動)J ;:;主「着脱衣j注「食事」の願である O 若
年齢層、 「肢体J、3級以下では「不要」者が多い。
住宅・家族と車所有の実態(表3参照)
① 住宅種類・形式については大半が[持家Jr戸建jである O 室内補助具「その他J、介助「必
要j授陣年齢 flO----J f30----Jで、ややこの傾向が強いc また、種類・形式の「その他jは2割
弱であるが、その大半が「公営住宅Jrアパート形式」である O
表2 対象者のADL
山れ1∞%~室内移蹴助共 |外向移叩L 閏土盟介助 |外出介助 !食事介助 i地旦」着脱介七位里-(実数d~~Li!liいす間-7LThl他 |可能|不可!不要 i必要村山下一五両ドド要 i必要|不要 i時 i不要 1 1!:~
A -ーで2〕Llqiヰ斗叫i判4日167l叫 4UJ37!印ls立
性別|男性 (94) I 16¥681日 91山 11m107A6139!九 b41侃叫吋 4:61 391払 48
!女性一盟主翌L60112IQl2己斗2121E!ート621381 叩 68! 刈 2912~~三斗ぷ叩竺
齢 i~29ω伽20)1.40i 50引! 川ο 吋 6(口)1[01.5臼314幻71げ川。γ刈41261(0) 61i 3却91ゆ.8911け|O 7判刈4|2出61.8制:4116引|悶。 伺
i附3ω叶Oト (4…?守:1ド一2泊62i4 叫 九 1口|υ31691-64!川3山9i~51!川~~!い37| 4 イb呂昨!()4山引 ω b臼3 
一一一半芋陀t ω川4-い雪炉vμ川η吋2!ベ 乍斗」」EL竺伊ρ恒阿竺竺!主~çJ イ 叩~ト2~O日bl 4b! 6仁止45凶隊等 l肢体 (51) I 210721 61 141 761 lOi 291 (J!O 73) 271053( 471083! 川g71 29io 
部位i肢体重複(幻)いら!日9!O26!81c' 841 81 281 721 州州印 65!叫 5210叫iその他 (3D_l9_竺U~凶 801 γ19!0 81 i 5210州 310691州・571501051 
障害1級 側 r--~恥b ゴ「つιr J瓦万二三巴68l61iO39i叩判301・8911 i3級以 f (1) I・64l91027i・64!-i・361・*:-1・*1 -1・本!-i・*i i*i -1・牢1-1・*1
(注) ・印:全体平均を20ポイント以上上回るもの、
表3 住宅・家族と車所有の実態
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④ 車の免許取得状況については、 [障前(授障前に取得)J 1障後(授陸後に取得)Jと「なしJ
に3分されている o 1なし」は、女性で若年齢層、 2級、補助具なし、介助全面必要、授障年齢
10歳未満で相対的に高い。また、 3級以上と授障年齢10代においては、 「障後Jが相対的に高く
なっている O 一方、世帯の車保有台数は 12台以上」が過半数を占め、本人自由車(障害者本人が




① 障害を考慮、した過去の住宅改善については、 「新増(新築・増築)J 33%、 「修理(修理・
改築・補助具使用)J 30%と、 6割以上が何らかの改善を行っており、 「不要(特に改善の必要
はない)Jと「なし(改善したいが行っていなしヨ)Jがともに 1割程度、更に、 「不明(無記入)J 




② 障害との関係でみると、 「不要jは3級以下と「室内移動補助具なし」でとりわけ高く、 「介
助不要」でもやや高くなっている口逆に、 「新増Jが目立つのは、 1級及ぴ「草いすJ使用者で
「介助が少々必要Jとする者となっている O これに対し、 「介助が全面的に必要」とする者につい
ては、 「修理」とともに「なし」の割合が相対的に高い点が特徴的で、要介助世帯における住宅改
善が進んでいないことがうかがわれる O また、授障年齢 120代Jでは「新増」で、 130代jでは
「修理」での割合が高くなっている O
③ 改善箇所については、 「便所J 1浴室jがM.A.でそれぞれ80%以上と高くなっているが、 「寝
室J 1玄関Jも40%以 tが改善を加えており、 「新増」において複数箇所の改善を加えているこ
とがうかがわれる o 1台所」は、女性で目立ち、若年齢層では「浴室」が100%となっている口ま
た、 2級以下で「便所」が100%、 「階段Jが相対的に高くなっている O 更に、 「車いすj使用者
では「便所jが相対的にやや低くなヮている O 介助「全面必要」者では、 「設備」面での改善が目
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① 「なし(一度も働いたことがない)Jが2割みられる反面、 「民間(民間企業)J 18%、
「内職(自宅で勤務)Jが16%、 「自営J11%、 「授産J9 %等と椋.めて多様であり、 「経験
(かつては働いていたが今は働いていない)Jも14%となっている O 現在の「内職」も含めた就
労率は62%となっている。





%現在の銃労実童書 今後の就労(l位SA.) 今後の就労(l位 2位MEA-)
{実数)民間公共露首瓦手伝自由内職錦織なし民間公共授産自宅条件福祉民間公共授産自宅条件福祉
全体 (118)181 21 91 111 31 31 161 41 14201 321 161 91 20151 81 431 331 18 封一 21 
性別男性 (94) 1 201 31 101 131 41 31 181 -1 101 191 361 151 101 191 121 81 461 321 201 37i 221 19 
女性 (24) 1 一一一-! 61 ・251{l3210251 131 191 71027O 27127331 33 
年齢 -29 (20) ・381 61 一 一 一 610121019 叫・5310241 61 11 1 61 ・砧 0411 121 241 241 12 30- 制 2~1 2!~j01=1 ~I 71=j~ :[j 241-:=j~ 1~j~~IO:=102=1=_~I~ ~~I~ =~I ~~10~21 :41 24 
50- (47) 1 61 -10171 61 31 -1{l31i 310 201 141 251 1610161 121 121{l19281 251 191 311 311 25 
障害肢体 (51) 1 191 21 121 121 21 210211 51 161 910371 13 邑 22i 151 810481 251 181 301 251 23 
部位肢体重後 (27) 1 201 41 41016 ー 41 81 41 81{l321 2910251 131 131 161_ 41 421{l461 211 381 251029 
その他 (31) 1 18i -1 51 51 511 181 513O 261 331 141 101 191 1010141 43038! 101 331 191{l38 
障害 1級 (79) 1 141 -1 111 111 31 31 201 21 141 221 331 121 91 171 161 121 401 261 191 3910 321{l32 
級数 2級 (2I) I 201 -I -1 71 71 -1 710 131{l261 201 13・47I{l20i 131 71 -1 40・601 201 271 201 20 
3級以下 (11) ・40l{l201101101 -10101 -1 -1 -1 10l{l401 -1 -1~30 -1 01050O 501 10 3011bil40 10 
室内なし (23) 1{l3110111 -1 111-1 51 -10111 11 2010391 171 -1 1710221 510561(J)441 111 1811bil391028 
移動車いす (74) 1 131 -1 121 121 31 310231 21 151 1710371 141 91 191 121 91 421 261 181 391 231 18 
補助その他 (17) 1 171 -1 81 810 81 -1 81 81 1710 261 -1(J)27O 271 181 181 101 18・551027 36 2710 27 
外出不要 μ7) 1{l331 5101410161 21 21 121 71 21 710391 191 101 151 151 21 511 421 181 2710311 12 
介助 t少々必要 。7)! ー 31 61 61 610261 3!{l30! 141341201 31171131013 叫 301 131 371 201027 
全面必要 (25) 1 -1 -1 -j 61 -1 -1 121 -!019Ie631 141 -101410 36102210141 141 211 211(dJ501 21，e43 
入浴不要 伽)1026!ω161 41 21 161 41 101 610371 191 81 151 151 6104810詔 10251 311 271 17 
介助少々必要 (24) 1 111 -1 51 51 51 510321 51 11 2110391 111 -1 221 171 111(J)561 171 610 ゴ281 22 
全面必要 (3I) 1 51 -1 -i 51 -i 51 51 51023・521 171 111 llbil 331 171 111 171 331 (J) 281 391 221(J) 39 
授障-9 (30) !{l331 51 -1 51 -! 邑 101(J) 371 361 141 -11bil321 181 -11bil59i 231 5i 321 271027 
輔 10- 川 0250196-025616m7186181147290MJ24
20- お)1-161 410161-121 410 81~ 201 -1 121 81~ 3111bil261 1~1 ~lozzl ~~I 351 (J) ~~lõ261- ~;1 1bìl 3~1 ~9 
30- (34) 1 ー 111 111 41 -102271 1510261 181 9101410271 1810141 321 231 141041103123 
住宅持ち家 (88) 1 171 1 41 141 41 31 191 1 131 241 341 151 61 211 151 91 45! 281 1310401 241 21 
種類|その他 (20) 10261 61{l26 一 一 5! 51(0) 161 161 -132102110161 101 161 判。4710261 111(0) 37 21 
住宅戸建て (92) 1_ 161_ 11_ 51 131 41 3! 191 ~ 31 131 231_ 331 171 61 201 161 81 431 301 141 391 261 20 
形式その他 (川 0矧o 71(0)261 -1 -1 71|0 民 71 0411 131 131 131 131 71 471{l471 20 川033 20 
免許障前 (35) 1 131 3101610201 61 -10231 31 61 101 281 2010161 161 16! 41 40104010241 361 241 8 
陣後 (33) 10261 31 101 131 -1 610231 31 131 
なし (42) 1 17 一一一|-1 31 31 710 211e 49251 14 2510211 111 39291 111 32103 36 
(注)手伝・自営の手伝い 就労一般 (19)・611 171 -! 51 171 ・67080 617 O O O O 34213781!l1o 0312M 8 3 4 3 1 経内蔵験か宅つでて勤は務働(内て臓い)たが今i立働いていない 民公共間 (72 傘675bEI Uk1J ..*3O 50.5一0 1ー9 
なし:一度も働いたことがない 授産 (8) 1 171 171・吋 171 -1 331 33・501 17 
自営 (16) 1 2110211 71 211 1510151 431 291 21・57
内職 (15) 1 351 141 71 2210221 -1 361 141 141 36 
非就労 (17)12510251131 61 131(J) 181 211 28119125 





・印:全体平均を20ポイント以上上回るもの、 。印:同じく 10ポイント、 0印:同じく 5ポイント。*印:100%。
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③ 障害との関係でみると、 「なしjの割合が相対的に高くなっているのは、 1・2級、重度障害
者、要介助者であり、特に「全面的に介助必要jでは過半数が「なしjとなり、現在働いていない
者は 7・8割に至る O 逆に f民間j と「公共」では、 3級以下、室内移動補助具「なし」、 「介助
不要jの割合が相対的に高い。また、 「授産jと「自営Jはこれらの中間的性格で、 「民間Jr公
共Jに比して 1級及ぴ、 「車いす」使用者の割合が高くなっている O 一方、 「内職jについては、
非重複の l級で「介助が少々必要」という者に特化している点が特徴的である。また、授障年齢で
は、 10歳未満は、 「民間Jと[なしjに2分され、 10代では、 「民間Jr授産Jr内職」がやや




「経験JrなしJが7割を占めるのに対して、 「障前Jでは、 「授産Jr自営Jr内職J、 「障後J
では「民間Jr内職」の割合が特に高い。
今後の就労希望(表5参照)













営」は「自営」を、 「内職Jは「条件j、 「非就労」は「福祉J r条件j、 「経験なしjでは「自
宅jついで「福祉jに対する期待が相対的に高い。しかし、これらでも、 「民間Jr公共Jをあわ
せた「一般j 就労を望むものは 5~7 割で、全体を通して「一般j 就労に対する期待が強いことが
うかがわれる。
有職者の現職場の勤務年数(表6参照)
① 現職場の勤務年数は r5年未満jから 120年以上」まで多様である O 年齢との関係が強いが、
壮年齢層・高年齢層でも約4割が10年未満となっている O



















職場の勤務年数 現職場の前の就労 (100%) 現職場への裁労経緯{相談など) (M.A.) 
(実数)-4 ! 5- 10- 20-I民間 授産 自営内職 学校 病院施設在宅 R章前学校 総設 行政 職安 鐙産 団体|仲間勧誘他
全体 (118) 281 19 251 28 25 9 9 41 12 32 4 5 4 9 9 61 15 9 一 35 71 29 
性別|男性 (94) 281 18 261 28 27 9 41 11 32 4 81 10 41 15 10 81 29 
女性 (24) 033 {'il34 -1033 一e33 341 e33 一e33 e33 331 33 
年齢 -29 (20) e75 025 e38 25 e 50 013 ~25 131 251013 25 
30- (49) 19 027 0351 1910391 7! 7 14 29 4 4 111 7 15 11 ー 37 41 33 
50- (47) 21 5 211・531 151 101 010 040 010 010 010 101 10 5 351 10 25 
一着際室移福陸書数一動内助同なそ2車liVl最級のいし以す他一下 t{7291) } 
221 20 251033 21 111 11 5 11 34 51 5 5 014 31 11 -1 38 81 30 
0331 17 0331 17 17 -1 17 e66 017 .331 17 -1050 0171 17 
(11) {'il3810 25 121 25 e45 11 一 {'il22 - 1~22 11 ← e44 11 -1 11 -1 33 
(23) 91 18 037 91 {'il27 -1{'il18 {'il27 91~27 9 -1 91046 
(74) 271 11 0311 31 19 111 11 6 8 36 61 3 6 11 8 11 -1 39 81 28 
(17) 171~33 171033 25 12 e63 。14 014 e 291 14 .57 
}9L1J21 9
舛出 1l不少全要々面 (47) 321 18 23 91015 15 29 31 9 6 31 15 015 -1 38 介助 必要 (37) 201 20 271033 25 6 6 13 038 61 6 13 13 0131 13 -1 31 -1038 
必要 (25) 033 一 341033 e33 e67 e33 -1 33 e33 
入浴 不安 (55) 301 19 211 30 21 111014 31 14 24 邑 81 111 3 38 51 30 
介助 少々必要 (24) 037 91 27 271034 81 ~50 81017 () 17 33 81 33 
全面必要 (31) 025 .50 251 ~25 e75 -le25 251025 25 
住宅 持ち家 (88) 321 12 291 271 23 9 9 51 12 30 邑 7 51 10 5 51 14 10 一 36 51 29 
種類|その他 (20) 17le 42 81033 031 8 8 一 151038 81~23 15 81 311015 31 
免許|障前 (35) 生O お 01i瓦巴-t) 171704424-8z 188484413218-258m (42) (o)431e431 141 -! 291 -le291 -1{'il291 -1 -10131-・431 -10171 14 一一 1 1410 141{'il43 
(19) 1O>391e391 171 51 211 511O>21! -1 161 261 -10111 -1021! -1 -le37! 51 -1 321 111 26 
(17) 















の関係は、 l級では「なしJが55%を占めているものの、多様に分散している D 逆に 3級では
「なしJが100%となる O また、外出介助「全面的必要Jのものでは「なし」が7割を超えている D


























(笑数) 学校 施設 行政職安 授産団体 仲関 他 なし
全体 (1l8) 4 7 18 18 4 7 4 11 54 
性別 男性 (94) 6 6 17 11 6 61017 56 
女性 (24) 10 20 030 010 10 50 
年齢 ~29 (20) 1 o 131 13 013 018 38 
30~ (49) -1036 1810 9 9 11 063 
50~ (47) 111 111 11 56 
障害 I級 (79) 5 10 20 15 5 10 55 
級数 2級 (21) 17 17 一 017 50 
3級以下 (11) e* 
。1-4l1loO 1寸3411一02114 5 4 
0291 - 43 
移動車いす (74) 50 
補助その他 (17) e 75 
外出不要 (47) 029 一 43 
介助少々必要 (37) 11 44 
全面必要 (25) 20 2010 10 一一 020070 
(30) 011 22 22 011 11 56 
年齢1O~ (19) 0> 25 50 
20~ (26) 025 50 












C タイプ[役所等、散歩、友人訪問、駅前商広街、福祉催し:週 1 回以上が10~20%程度、月





「駅前商庖街」で顕著である O 逆に、男性の頻度が高いのは、 「友人宅訪問Jr公共スポーツ施設」




















(註) 週週に1回くらい以上 月月に 1・ 2固くらい 年年4・ 5固くらい以下 なし:行ったことがない。
・印:全体平均を20ポイント以上上回るもの、 0印:同じく 10ポイント、 O印:I司じく 5ポイント。*印:100%。
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「食堂J I飲み屋等jである O 年齢別に「なし」に注目すると、概して壮年齢層に少なく(壮年齢
層の外出発生率が高い)、高年齢層に高い傾向がみられるが、 「散歩Jと「地域行事jについては、




























(注) 週1: j砲に1回くらい以上 月月に1・2聞くらい 年年4・5回くらい以下 なし:行ったことがない。













そ才lぞれ100%飲み屋ス十ック 福祉関係の催し 余暇グループ活動 地焼行事 泊まりが~}レジャー
(実数) 週l 月1 年 1 1なし 週 1 月1 年 1 なし遡1 月1 年 1 なし 週 1 月1 年 1 なし週l 月1 年 1 なし
全体 (118) 11 8 す43 81 21 521 19 13 9 34 44 1 3 3 65 29 
性別 男性 (94) 13 111 381 38 10 19 501 21 15 7 32 1 71 4 1 65 30 
女性 (24) - 1 371.63 -1028 061 11 51017 039 39 61 17 077 -1011 671 22 
(20) 17 11 111039 39 171(Q) 83 67 33 
30- (49) 12 71(Q)511 301 231060 10 1310 15 041 31 81031 61 2 71(Q) 76 15 
50- (47) 15 9 邑61 191 44 (Q) 31 12 241e 64 6 151079 51 己31(Q)42 
障害肢体 (51) 12 
8 品 3127
一 510741 21 
部位肢体重袈 (27) 13 O 683  邑-1 651 30 
その他 (31) 8 81 381 461 41 111 50¥(Q) 351 81 41 331055[ -1 o 81 -1 541038 
5 障害 1級 (79) 12 81 判明i5010 6H O同 221 111 51 371 471 1 5 1 661 33 
級数 2級 (21) 6 61 3810 501(O) 20 ベ531 71 141 71 221(O) 571 -1014 036 邑OO 191 61 561 19 
13級以下 (11) 11 (Q) 231 331 331 11le 671 221 -1 11le 331 331 23 一一 e 561 44 -10 JlI(Q) 781 11 
室内 悼車1凶佳ぞ不Pい要面Aしηを他す4庇B要 (23) 
10 51 3510501 5102710631 51 10! 1010401 40 ーら 0301 65 
む移動 (74) 11 1~1 :~I ~:I"" .~I ::1 ~:IO ~:I 1~1" J ~:I~ ~~I 21 5 181 75 310 補助 (17) 8 81 381 4610151 231 471 151 910181 181(O) 551 -1 9 0271 64 -23|| 
外出 (.'17) 019 01410 d 2410 do 301 邑01 710251 121 331 301 21012 0281 58 21 210791 17 
介助 (37) 7 41 411 491 71 1610611 161 41 7¥0501 39 一一 0291 71 31 71 631 27 
(25) 51 191e 761 51 91 451e 411 51 - 1 14le 81 一一 51e 95 51 -1 451e 50 
0171 910461 28 叩 2649113 1i 介助少々必要 (24) 11 叶 391 391 101 2010601 10 0181 1210411 291 -1 61 121(Q) 8210111 51 681 16 全面必要 (31) -1 71 211・ 721 41 111 521(Q) 33 41 - 1 30le 661 -1 -1 71・ 931 -1 41 481(Q) 48 一住種一類宅一寸I一持そ一のち一他家一 (88) 121 51 371 461 81 241 -181 20 121 101_ 2910491 -1 41 201 76j 1 41 641 31 20 61(Q)1910441 311 61 61e821 71 -1(Q)531 4010 61 610311 571 -1 -1(Q)761 24 
斗
住宅戸建て (92) 121 61 351 471 81 231 481 21 121 101 2910491 -1 41 1910771 1 41 641 31 
形式その他 (17) 81(Q)211(Q)501 2110141 71e721 7 151 -，e 541 3110 710 141(Q) 361 431 61 -1 671 27 
免許障前 (35) 
01叩9 盟41 3訂71 4加1lIo10231L16679633・ 213 131 101 401 371 61 231 481 23 
!陣後 (33) 0181 ・ 60 凶叶(Q)321 501 7 
31 91 171e 711 61 121 561026 
就労一般 (19) 
l 授手緩内自字産営職通験元公労な共し
71013・6213013o6iE71 L 7 71 131(Q) 471 331 -1 -ICQ! 401 601 -1 -IQ 80! 20 (2) e 501 - I(Q) 501 -1 -le * 
(8) 一0 印13317 401 401 -le 331 171 501 -1 -le 861 14 (16) e 331 -1 401 271 61 251 501 19 (Q) 2'1<0201 131 401 -1 71(Q) 361 571 -10121 691 J9 
(15) 18-39461S:1l・ 23 3310501 -1 -1 81e 9210 81 691 23 
(Iγ) -1 81 381(Q) 541 -1 ]51e 851 - 671 171 -1 81(Q) 381 5410 81 -1(Q) 771 15 
(19) -1 61 181e76101310311 311025 2-1・ 761 -1 -1 ・*1 -1 -1 471e 53 
(注) 週還に1回くらい以上 月月に1・2固くらい 年年4・5回くらい以下 なし:行ったことがない。












を相談Jについては、 「その他友人Jが相対的に高い点も目立っている o r家族ぐるみの付き合いJ
と「病気の時や緊急時に頼れる」については、 「障害者グループの友人Jr近所の友人J Iその他
表11 友人・知人の有無と間柄(その 1) 
複数回答(%) 日頃の趣味文化活動 レジャー・旅行 互いの家で食事やお酒
(笑数) なし 近所 学校 聡場 障害他 ※値 なし 近所 学校 司車場 障害他 書長値 なし 近所 学校 聡場 障害|他 ※値
全体 (118) 26 13 161 12 521 261 1.6 25 71 14 171 50 261 1五 42 12 14 101 33 231 1.6 
性別 男性 (94) 23 151 16 叫058 281 12 211 52 261 1.6 44 14 13 12 37 211 1.7 
女性 (24) 037 51 16 51 26 261 1.3 151 10 020 -1 40 301 1.2 37 51021 5 161032 1.3 
年齢 -29 (20) 251 20 6 451 30 1.3 25 51020 101 40 251 1.3 O印 - 1022 11 22 111 1.3 
30- (49) 17 121~ 26 017 ~ 62 033 1.8 12 51019 01 29 055 040 1.71 29 121020 121044 .39 1.8 
50- (47) 036 019 11 441 14 1.41039 11 3 81 50 111 1.3 053 017 3 81 25 81 1.3 
障害 肢体 (51) 20 131 18 9 53 
234821l 1 16117 
61 17 1510571 28 1.51 33 9 18 91038 271 1.5 
部位 肢体重複 (27) 8 131021 021 061 。1.71 17 41 8 2110581 29 1.51 35 10 15 101 35 030 1.5 
その他 (31) .48 111 11 44 1.91043 111 11 181 361 25 1.81059 022 7 11 30 151 2.1 
障害 1級 (79) 23 261 1.6 031 81 8 17 邑41 22 13 13 101041 201 1.6 
級数 2級 (21) (QJ 38 131 13 131 25 251 1.4 19 13 13 501 25 1.21057 14 7 71 21 211 1.7 
3級以下 (ll) 22 0221033 111 56 0331 2刀 11 lll{l> 33 033 33・56 1.91 44 111022 .22 111.44 2.0 
室内 なし (23) (QJ 38 101024 14 381 29 1.8 101014 024 191 38 (> 43 1.5 45 101025 151 20 030 1.8 
移動 事いす (14) 221 16 11 111061 271 1.6 030 61 9 12 1.6 38 14 9 111042 221 1.6 
補助 その他 (17) 291 1 029 141 36 141 1.4 031 一 023031 311 1.3 058 81025 8 171 1.4 
外出 不要 (47) 201018 181 20 邑61033 1.8 11 030 057 045 1.8 28 12 161021 049 037 1.9 
介助 少#必要 (37) 22 13 16 91 56 191 1.4 21 61 12 9¥055 181 1.3 43¥017 17 31 23 17¥ 1.4 
全面必要 (25) .50 5 51 451 20 1.5・64 品 昌一 32 51 1.3 .11 10 19 51 1.2 
入浴 不要 (55) 1910 19 191 15 058 031 1.8 161012 161022 055 041 1.7 28 14 1810 18 044 036 1.8 
介助 少#必要 (24) 30 s 10 1.41 24 14 191 48 141 1.3 04'/ 16 16 26 51 1.2 
全面必要 (3t) 036 81 12 41 481 24 1.51044 41 7 41 44 111 1.3 .64 8 4 4 20 121 1.3 
住宅 持ち家 (88) 28 13 13 101 49 231 1.5 29 61 12 131 44 281 1.5 45 11 12 91 28 
種類 その他 (20) 11 111028 022 .18 (QJ 39 2.1 11 111022 0281・18 281 1.9 291018 024 018 .日 041 2.2 
住宅 戸建て (92) 28 12 13 101 49 221 1.5 29 61 12 121 44 271 1.4 46 191 1.4 
形式 その他 (17) 131 20 033 @21 .73 .47 2.3 71013 021 .40 .73 033 2.0 141029 029 021 .64 .50 2.3 
免許 障前 (35) 031 3 91 13 1.4 28 3 9 131 50 191 1.3 34 7 14 71 34 111 1.2 
骨量後 (33) 9 16 161019 .151044 1.9 13 3 161031 059 .50 1.81 29 16 131019 048 042 2.0 
なし (42) 035 018 024 61 35 181 1.5 <) 35 014 16 51 43 141 1.4 060 11 17 61 17 111 1.6 
就労一般 (19) 11 111022 .331061 Ql 44 iQl33 .561 50 044 2.11 35 1210 291iQl 2910 41 {) 411 2.4 
民間 (17) 19 131025 038 2.11 61013 .38 .561 50 044 131033・33104'7.471 2.4 
公共 (2) .* .傘
21119236l-2u 0 -
.501 50 .50 1.5・*一-一一
授産 (8) 171 17 .50・83 17 .50・83 1.5 171・33・67 - 1 1.2 
自営 (16) 2:' 0251025 61 50 19 7 71 41 .53 1.41 27 131 13! 71040 
04201111S 
内職 (15) 20 71067 033 71060 27 1.51 43 
非就労 (17) 13 61 13 61 50 25 1.11 131 019 19 uliQl56 131 131 - 1 191 1.1 
経験なし (19) 038 - 1 13 50 2" 1.4・561 6 31 13 1.31・71 7 一一 21 71 1.3 
(注) なし:友人・知人いない、 近所:町内(近所)の友人、 学校:通った学校の友人、 職場:膿場の友人、 際害:障害者グループの友人。
※値人当たり友人数。.印全体平均を20ポイント以上上回るもの、 O印:同じく 10ポイント、 O印:同じく 5ポイント。 家印:100%。
255 
友人jに分化している点が特徴的である O 一方、何らかの友人・知人を持つものについて、複数回
答から一人当たり友人種類数を算出したものが各表の「※値J である O 各項目とも1.4~1.6の聞に
あり、 「趣味・文化活動Jと「お互いの家で食事jでは1.6とやや高くなっている G
② 性別には男性一人当たり友人種類数が相対的に多く、 「障害者グループJを中心に多様な構成














も1.8程度となっている O 一方、障害級数別にみると、必ずしも 1級に「なしJが高いわけではな
いが、友人種類数は3級で圧倒的に多く(1趣味・文化活動J 1互いの家で食事やお酒jでは2.0












類数も「家族ぐるみの付き合ぃ」を除く 5項目で2.0を超えている点が多いに注目される O これに
対して、 「授産jは「障害者グループ」と「職場」にほぼ限られ、 「自営Jr内職」では更に「職
場jにかわって「近所Jの比重が高くなっている O また、 「就労経験なし」では「なしJが圧倒的
に高くなっている O
まとめ
① 肢体不自由者の住宅改善は一定行われているものの、就労の実態はなお厳しく不安定で、外出
面では余暇・文化活動の側面での外出頻度がとりわけ低い。また、日頃の人間関係の中心が「障害
者グループの友人Jであることに加えて、住宅改善や就労の場面での相談・指導においても障害を
もっ者どうしの人間関係や情報交換が大きな役割を果たしている口これらの事実は、地域社会への
障害者の[統合(インテグレーション)Jの遅れを客観的に示すものであると同時に、一一方では、
障害をもっ者どうしの集団形成一一[独自文化jの形成ーーの重要性をも示唆するものである O
② 肢体不自由者の生活実態は障害の程度に強く規定されているが、中でも「介助の必要性jによ
る違いが大きく現れている。このことは、地域生活保障の課題がハード(建築的バリアフリー)と
ソフト(ヘルバ一派遣制度など)の両面で追求されるべき事を示唆するものである口また、全面的
に介助を必要とする者の住宅改善が相対的に進んで、いないことに代表されるように、障害者自身の
「生活要求の潜在化Jの傾向も根強く残きれている点に注目する必要があろう O
③ 障害者にとって全般的にはまだまだ厳しい社会環境にあるとはいえ、現在働いている者の生活
実態は、外出面でも人間関係の側面でも相対的には広がりを見せており、 [地域生活jを展開して
いくうえでの「就労jの意義を一定うかがうことが出来る O ただし、今回の報告ではその意義を充
分に確認するには至っていない。今後更に分析を深めたい。また、今回の調査対象者は「ふくい愛
の実行運動の会J1車椅子の会Jという組織に加入する障害者であり、少なからず社会的な関心を
持ち、積極的な生活姿勢を持つ障害者ク.ループとみることが出来るので、更に調査対象者を広げて
実態を明らかにすることが必要であろう O
